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は
じ
め
に

昨
今
、
日
本
で
も
野
生
動
物
に
よ
る
被
害
が
多
数
報

告
さ
れ
て
い
る
が
、
人
間
と
野
生
動
物
の
関
係
は
、
熱

帯
の
国
々
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
熱
帯
地
域

で
は
、
地
域
住
民
や
先
進
国
の
人
々
に
よ
る
身
勝
手
な

乱
獲
が
、
野
生
動
物
を
絶
滅
、
激
減
へ
と
追
い
や
っ

た
り
、（
三
浦
２
０
０
８
）、
イ
ン
ド
で
は
密
猟
に
よ
る

ト
ラ
の
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
た
り
し
て
い
る
（N

ational 

Geographic 

２
０
１
１
）。

国
立
公
園
な
ど
の
保
護
地
域
は
、
絶
滅
の
危
機
に
あ

る
希
少
な
野
生
動
物
を
人
的
圧
力
か
ら
保
護
す
る
た
め

に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
国
立
公
園
は
、
観
光

客
が
野
生
動
物
の
観
察
を
楽
し
む
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

振
興
と
い
う
点
か
ら
も
、
重
要
な
役
目
を
担
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
国
立
公
園
の
内
部
や
周
辺

に
居
住
す
る
地
域
住
民
は
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
地
域
住
民

に
と
っ
て
歓
迎
さ
れ
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
国
立
公
園
に
お
け
る
地
域
住
民
と
野
生

動
物
の
関
係
に
注
目
し
、
野
生
動
物
の
保
護
が
地
域
住

民
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か

考
え
て
み
た
い
。
ま
た
、
国
立
公
園
の
事
例
と
し
て
、

名
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エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
盛
ん
な
ネ
パ
ー
ル
の
国
立
公
園
を

紹
介
し
た
い
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
役
割
と
地
域
住
民

ま
ず
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し

て
お
こ
う
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
様
々
な
定
義
が
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会

（
１
９
９
９
）
を
参
考
に
し
よ
う
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

で
は
、
①
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
地
域
固
有
の
資
源

を
生
か
し
た
観
光
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
（
資
源
を
生
か

し
た
観
光
）
②
観
光
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
資
源
が
損
な

わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
適
切
な
管
理
に
基
づ
く
保

護
・
保
全
を
図
る
こ
と
（
地
域
資
源
の
保
全
）
③
地
域

資
源
の
健
全
な
存
続
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果

が
実
現
す
る
こ
と
（
地
域
振
興
）、
を
ね
ら
い
と
し
て

い
る
。

ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
国
立
公
園
で
実
施
さ
れ
て
い

る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
み
て
み
る
と
、
三
つ
の
目
標
の

う
ち
の
前
者
二
つ
が
、
特
に
重
視
さ
れ
て
い
る
場
合
が

多
い
。
一
方
、
三
つ
目
の
地
域
振
興
に
つ
い
て
は
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
雇
用
創
出
な
ど
の
地
域
の
経
済
向
上

に
寄
与
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
効
果
が
持

続
的
で
な
か
っ
た
り
、
部
分
的
で
あ
っ
た
り
す
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
。
さ
ら
に
は
、
公
園
管
理
が
厳
格
に

な
さ
れ
、
公
園
周
辺
に
居
住
す
る
人
々
の
森
林
資
源

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
制
限
さ
れ
た
り
、
野
生
動
物
が
住

民
の
生
活
に
被
害
を
も
た
ら
し
て
も
、
住
民
が
保
護

さ
れ
た
野
生
動
物
を
退
治
で
き
な
い
状
況
を
作
り
出

し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
イ
ン
ド
で

は
、
国
立
公
園
の
周
辺
で
ト
ラ
や
ゾ
ウ
に
よ
る
人
間

へ
の
被
害
が
後
を
絶
た
ず
、
大
き
な
経
済
的
損
失
と

な
っ
て
い
る
（M

anral, U
. et al. 

２
０
１
６
）。
ア
フ

リ
カ
で
は
、
動
物
の
観
光
に
よ
る
収
入
を
目
的
と
し
た

国
立
公
園
か
ら
、
地
域
住
民
が
排
除
さ
れ
て
い
る
（
池

谷
２
０
０
８
）。
国
に
よ
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
政
策
が
、

そ
の
地
域
の
文
化
や
風
習
を
顧
み
る
こ
と
な
く
実
施
さ

れ
た
結
果
、
地
域
固
有
の
人
間
と
野
生
動
物
の
関
係
が

壊
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
次
章
で
は
、
ネ
パ
ー

ル
の
国
立
公
園
を
紹
介
す
る
。

チ
ト
ワ
ン
国
立
公
園
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

ネ
パ
ー
ル
に
は
、現
在
国
立
公
園
が
10
カ
所
あ
る
が
、

こ
こ
で
紹
介
す
る
チ
ト
ワ
ン
国
立
公
園
は
１
９
７
３
年

に
設
立
さ
れ
た
、
ネ
パ
ー
ル
で
最
初
の
国
立
公
園
で
あ

り
、
世
界
自
然
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
国

立
公
園
の
周
辺
に
居
住
す
る
地
域
住
民
は
、
国
立
公
園

が
設
定
さ
れ
る
以
前
は
、
こ
の
地
域
の
森
林
を
利
用
し

な
が
ら
生
活
を
し
て
い
た
。
し
か
し
現
在
は
、
国
立
公

その７

森林環境
多事争論

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
地
域
住
民
と

　
　
野
生
動
物
の
共
生
を
実
現
で
き
る
の
か
？
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園
内
に
侵
入
し
た
り
、
森
林
資
源
を
採
取
し
た
り
す
る

こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
96
年
に
は
、
国
立

公
園
と
住
民
の
居
住
区
と
の
間
に
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン

（
緩
衝
帯
）
が
設
定
さ
れ
、
地
域
住
民
は
国
立
公
園
内

に
侵
入
で
き
な
い
代
わ
り
に
、
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
内

の
資
源
を
管
理
・
利
用
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
た
。
政

府
は
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
住
民
が
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
の
資
源
を
有
効
に
利

用
し
、
以
前
の
よ
う
に
公
園
内
の
森
林
に
依
存
せ
ず
に

収
入
を
得
る
機
会
が
得
ら
れ
、
結
果
的
に
住
民
に
よ
る

国
立
公
園
へ
の
圧
力
が
軽
減
さ
れ
、
森
林
や
野
生
動
物

の
保
護
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。

バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
が
設
定
さ
れ
た
当
時
は
、
こ
の

地
域
は
裸
地
で
あ
っ
た
が
、
政
府
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

り
住
民
が
植
林
を
し
た
た
め
、
今
で
は
、
バ
ッ
フ
ァ
ー

ゾ
ー
ン
は
部
分
的
に
豊
か
な
森
林
で
覆
わ
れ
て
い
る
。

政
府
は
そ
の
森
林
の
管
理
を
地
域
住
民
に
任
せ
る
こ
と

に
し
た
。
こ
の
住
民
が
管
理
す
る
森
林
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ッ

フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
に
は
草
地
も
あ
る
。
限
定
的
で
は
あ
る

も
の
の
、
住
民
は
草
地
で
牧
草
を
採
取
し
、
家
畜
を
放

牧
し
、
薪
を
採
取
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
た
（
原
田 

２
０
１
８
）。
さ
ら
に
、
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
で
は
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
活
動
と
し
て
、
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
サ

フ
ァ
リ
、カ
ヌ
ー
、ジ
ー
プ
サ
フ
ァ
リ
や
、ワ
ニ
の
保
護
・

繁
殖
セ
ン
タ
ー
、
地
域
の
文
化
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営

な
ど
の
活
動
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
一
部
の
地
域
住
民

は
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
関
与
し
て
い
る
。
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
か
ら
の
収
入
は
、
国
立
公
園
事
務
所
の
全
体
の
収

入
の
９
割
近
く
を
占
め
て
い
た
。
ま
た
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
全
収
入
の
３
割
か
ら
５
割
は
住
民
グ
ル
ー
プ
に

も
配
分
さ
れ
、
道
路
の
建
設
、
地
域
住
民
へ
の
裁
縫
な

ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
経
営
、
子
供

へ
の
奨
学
金
、環
境
教
育
活
動
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
た
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
困
惑
す
る
地
域
住
民

地
域
住
民
の
中
に
は
、
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
で
行
わ

れ
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
不
満
を
持
っ
て
い
る
人
も
少

な
く
な
か
っ
た
。
住
民
が
不
満
を
持
つ
理
由
は
次
に
挙

げ
る
よ
う
な
点
に
あ
っ
た
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
収
益
は
、
地
域
社
会
全
体
の
も

の
で
あ
り
、
個
人
の
収
入
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
収
益
を
個
人
の
収
入
に
し
、
個
人
の
経

済
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
と
し
て
も
、
住

民
は
収
入
を
貯
蓄
せ
ず
、
そ
の
日
暮
ら
し
の
た
め
に
利

用
し
て
し
ま
う
が
、
住
民
グ
ル
ー
プ
に
渡
す
と
地
域
の

持
続
的
な
発
展
に
貢
献
で
き
る
と
国
立
公
園
当
局
は
考

え
た
。

さ
ら
に
、
住
民
は
国
立
公
園
に
は
一
切
ア
ク
セ
ス
で

き
な
く
な
っ
た
。
国
立
公
園
の
設
定
以
前
は
、
地
域
住

民
は
、
そ
の
地
域
に
あ
る
広
い
草
原
で
、
草
の
採
取
、

家
畜
の
放
牧
、
薪
の
採
取
、
シ
カ
・
サ
イ
・
ト
ラ
・
イ

ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
動
物
の
狩
猟
、
魚
や

貝
の
採
取
を
自
由
に
し
て
い
た
。し
か
し
、

国
立
公
園
の
設
定
後
は
、
動
植
物
の
保
護

や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
主
と
な
り
、
国
立

公
園
内
で
の
住
民
の
活
動
は
一
切
禁
止
さ

れ
た
。

バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
内
の
資
源
利
用
は

認
め
ら
れ
た
が
、
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ

た
。
住
民
の
放
牧
が
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン

内
の
特
定
の
地
域
に
限
定
さ
れ
た
り
、
牧

草
の
採
取
が
昼
か
ら
夕
方
ま
で
に
限
定
さ

れ
た
り
、
薪
の
採
取
が
毎
月
１
日
決
め
ら

れ
た
日
の
み
に
限
定
さ
れ
た
り
し
た
。
こ

バッファーゾーン内の道端での家畜の放牧

国立公園の境界に隣接する家

エレフェントサファリをする観光客
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れ
ら
の
利
用
制
限
は
、
観
光
客
が
ジ
ー
プ
サ
フ
ァ
リ
で

バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
内
を
通
る
際
に
、
家
畜
や
地
域
住

民
に
出
く
わ
し
て
観
光
客
を
幻
滅
さ
せ
な
い
よ
う
に
と

い
う
政
府
の
配
慮
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
制
限
を
、
住
民
は
快
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
の
利
用
制
限
は
、
バ
ッ
フ
ァ
ー

ゾ
ー
ン
内
で
住
民
が
ト
ラ
や
サ
イ
な
ど
の
野
生
動
物
に

出
く
わ
し
た
り
、
動
物
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
り
す
る

頻
度
を
増
加
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
た
。
バ
ッ
フ
ァ
ー

ゾ
ー
ン
が
設
定
さ
れ
る
以
前
は
、
住
民
に
よ
る
自
由
な

家
畜
の
放
牧
や
牧
草
の
採
取
が
、
適
度
な
草
地
を
維
持

し
、
ト
ラ
が
シ
カ
を
狙
い
、
サ
イ
が
草
を
食
べ
る
場
を

提
供
し
て
い
た
。
住
民
の
話
に
よ
る
と
、
以
前
は
、
野

生
動
物
に
よ
る
人
間
へ
の
被
害
は
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ
た

そ
う
だ
。
し
か
し
、
草
地
の
利
用
制
限
は
、
草
地
を
叢

林
へ
と
変
え
、
動
物
や
住
民
が
必
要
と
す
る
草
地
を
減

少
さ
せ
、
限
ら
れ
た
草
地
を
求
め
て
、
動
物
と
住
民
が

出
く
わ
す
機
会
が
増
え
る
原
因
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴

い
動
物
の
被
害
が
増
加
し
た
。ま
た
、バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー

ン
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト
が
的
確
に
管
理

さ
れ
、
森
林
が
豊
か
に
な
っ
た
た
め
に
、
国
立
公
園
と

バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
が
森
林
で
つ
な
が
り
、
動
物
が
国

立
公
園
か
ら
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
へ
と
容
易
に
移
動
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
動
物
と
人
間
と
の
距
離

を
近
く
し
、
動
物
の
被
害
を
増
加
さ
せ
る
原
因
の
一
つ

と
な
っ
た
。

ま
た
、
限
ら
れ
た
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
内
の
草
地
か

ら
牧
草
を
手
に
入
れ
る
の
が
難
し
く
な
り
、
住
民
の
中

に
は
、
や
む
を
得
ず
家
畜
の
数
を
減
ら
し
た
り
、
手
放

し
た
り
す
る
も
の
も
い
た
。
家
畜
の
数
の
減
少
は
、
家

畜
の
ふ
ん
か
ら
の
バ
イ
オ
ガ
ス
を
利
用
し
て
い
る
貧
し

い
人
々
の
生
活
に
も
影
響
を
与
え
た
。
彼
ら
は
、
日
々

の
食
料
な
ど
を
作
る
た
め
に
、
自
分
の
飼
育
す
る
家
畜

の
ふ
ん
を
集
め
た
り
、
道
端
に
落
ち
て
い
る
家
畜
の
ふ

ん
を
拾
っ
た
り
し
て
バ
イ
オ
ガ
ス
を
作
っ
て
い
た
。
十

分
な
量
の
家
畜
の
ふ
ん
が
手
に
入
り
に
く
く
な
っ
た
現

在
、
生
活
を
し
て
い
く
た
め
に
、
ど
う
に
か
燃
料
を
手

に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
々
は
、
許
可
が
出
て
い

な
い
場
所
で
、
や
む
を
得
ず
燃
材
を
採
取
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
家
畜
の
減
少
が
、
回
り
ま
わ
っ
て
森
林
の
破

壊
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。

ト
ラ
、
サ
イ
、
ゾ
ウ
が
町
や
村
に
出
没
す
る
頻
度
も

高
く
な
っ
た
。
筆
者
が
２
０
１
７
年
５
月
に
現
地
調
査

に
行
っ
た
際
に
も
、
夜
中
に
サ
イ
が
観
光
客
の
集
ま
る

町
に
出
没
し
、
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ

に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
も
増
え
、
人
々
は
農
作
物
が

収
穫
で
き
な
い
こ
と
に
困
惑
し
て
い
た
。
し
か
し
、
野

生
動
物
を
傷
つ
け
る
こ
と
は
法
的
に
禁
止
さ
れ
て
い

た
。国

立
公
園
当
局
は
、
野
生
動
物
の
町
や
村
へ
の
侵
入

を
防
ぐ
た
め
に
、
フ
ェ
ン
ス
を
作
り
始
め
た
。
当
初
は

簡
易
な
有
刺
鉄
線
で
作
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
、
格
子
状

の
鉄
線
と
な
り
、
一
部
の
場
所
で
は
電
気
柵
を
作
っ
て

い
た
。
ま
た
、
野
生
動
物
が
鉄
線
や
柵
で
傷
を
負
わ
な

い
よ
う
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
フ
ェ
ン
ス
が
作
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
た
だ
、
公
園
全
体
に
フ
ェ
ン

ス
が
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
フ
ェ

ン
ス
が
あ
る
の
は
集
落
が
国
立
公
園
に
隣
接
し
て
い
る

ご
く
一
部
の
地
域
に
限
ら
れ
て
い
た
。
住
民
は
フ
ェ
ン

ス
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
が
国
立
公
園
か
ら
排
除
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
政
府
が
国
立
公
園
内
の
森
林
保

全
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
繁
栄
の
た
め
に
実
施
し
た
、

バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
内
で
の
住
民
に
よ
る
資
源
の
利
用

制
限
や
、住
民
の
生
計
向
上
の
た
め
に
実
施
し
た
、バ
ッ

フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
内
で
の
住
民
に
よ
る
森
林
管
理
が
、
結

果
的
に
野
生
動
物
の
被
害
を
増
加
さ
せ
、
家
畜
の
数
を

減
少
さ
せ
、
さ
ら
に
は
森
林
の
破
壊
の
原
因
に
も
な
っ

て
い
る
と
い
う
、
な
ん
と
も
皮
肉
な
状
況
を
招
い
て
い

た
。

野
生
動
物
の
被
害
と
そ
の
補
償

次
に
、
地
域
住
民
に
対
す
る
野
生
動
物
の
被
害
と
そ

の
補
償
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
２
０
１
４
年
７
月
か

ら
15
年
６
月
の
１
年
間
の
野
生
動
物
に
よ
る
被
害
は
、

死
亡
が
９
件
、
け
が
が
19
件
、
家
畜
の
ダ
メ
ー
ジ
が
66

件
、
家
屋
や
家
畜
小
屋
が
41
件
、
食
料
貯
蔵
庫
が
３
件
、

農
作
物
が
77
件
で
あ
っ
た
。
国
立
公
園
か
ら
の
補
償
金

夜中に町に現れたサイ



31

は
、
死
亡
が
約
50
万
円
、
重
傷
が
約
10
万
円
、
軽
傷
が

約
１
万
円
、
水
牛
が
約
３
万
円
、
そ
の
他
の
家
畜
が
約

１
万
円
、
家
屋
・
家
畜
小
屋
・
食
料
貯
蔵
庫
が
約
１
万

円
、
農
作
物
が
約
１
万
円
と
定
め
ら
れ
て
い
た
（CN

P 

offi
ce 

２
０
１
５
）。
補
償
の
対
象
と
な
る
の
は
、
国

立
公
園
外
で
起
こ
っ
た
被
害
の
み
、
す
な
わ
ち
、
政
府

の
規
則
に
沿
っ
た
森
林
産
物
採
取
や
移
動
中
の
被
害
に

限
ら
れ
て
お
り
、
国
立
公
園
内
に
違
法
に
侵
入
し
た
際

の
被
害
や
規
則
に
違
反
し
た
薪
の
採
取
は
補
償
の
対
象

と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

被
害
に
あ
っ
た
住
民
は
、
被
害
か
ら
30
日
以
内
に
、

必
要
な
書
類
、
証
拠
写
真
な
ど
を
添
え
て
国
立
公
園
に

補
償
金
申
請
書
を
提
出
す
る
。
教
育
レ
ベ
ル
が
低
く
、

十
分
な
知
識
が
な
い
住
民
に
と
っ
て
、
補
償
金
の
申
請

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
。
補
償
金
の
額
が
少
な
い
こ

と
に
不
満
を
漏
ら
し
て
い
る
住
民
も
い
た
。

筆
者
は
15
年
に
、
主
が
ト
ラ
の
一
撃
を
浴
び
て
死
亡

し
た
と
い
う
一
家
を
訪
問
し
、
そ
の
時
の
状
況
や
今
の

生
活
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。
そ
の
男
性
は
近
所
の
知

人
と
二
人
で
朝
早
く
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
に
家
畜
の
草

を
取
り
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
草
を
採
取

し
て
い
る
際
に
、
知
人
が
「
痛
い
っ
」
と
い
う
男
性
の

悲
鳴
を
聞
き
、
声
の
す
る
ほ
う
を
見
た
と
こ
ろ
、
ト
ラ

が
男
性
を
引
き
ず
っ
て
森
の
中
に
入
っ
て
い
く
と
こ
ろ

だ
っ
た
。
知
人
は
急
い
で
村
に
戻
り
、
村
人
が
19
頭
の

ゾ
ウ
を
引
き
連
れ
て
現
場
に
戻
っ
た
。
ト
ラ
を
驚
か
せ

て
、
な
ん
と
か
ト
ラ
か
ら
男
性
を
引
き
離
し
た
が
、
男

性
は
す
で
に
死
亡
し
て
い
た
。
遺
族
は
、
国
立
公
園
当

局
か
ら
約
50
万
円
の
補
償
金
を
受
け
と
っ
た
が
、
そ
の

後
男
性
の
娘
は
高
校
を
や
め
一
家
の
面
倒
を
見
る
こ
と

に
な
っ
た
。
ま
た
家
畜
の
面
倒
を
見
る
人
が
い
な
く

な
っ
た
た
め
に
、
家
畜
を
手
放
し
た
。

家
畜
の
え
さ
を
買
う
お
金
も
な
く
、
野
生
の
牧
草
を

家
畜
の
え
さ
と
し
て
利
用
す
る
し
か
な
い
貧
し
い
人
々

は
、
ト
ラ
に
襲
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
怖
を

感
じ
つ
つ
も
、
牧
草
を
取
る
た
め
に
毎
日
バ
ッ
フ
ァ
ー

ゾ
ー
ン
に
行
か
ざ
る
を
得
な
い
。野
生
動
物
を
保
護
し
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実
施
し
て
い
く
中
で
、
ど
う
す
れ

ば
地
域
住
民
に
も
適
切
に
利
益
が
配
分
さ
れ
、
ど
う
す

れ
ば
彼
ら
が
野
生
動
物
の
被
害
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
野
生
動
物
と
共
生
で
き
る
か
を
改
め
て
考
え
る
必

要
が
あ
り
そ
う
だ
。

人
間
と
野
生
動
物
の
よ
り
よ
い
関
係
を
目
指
し
て

宮
内
（
２
０
１
７
）
は
、
行
政
が
良
か
れ
と
思
っ
て

実
施
し
た
環
境
保
全
政
策
が
対
立
を
引
き
起
こ
し
、
保

全
活
動
が
問
題
と
な
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
「
ズ
レ
」

が
、環
境
保
全
を
困
難
に
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

国
立
公
園
当
局
は
、
野
生
動
物
の
保
護
と
同
時
に
、
野

生
動
物
を
売
り
に
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
収
益

の
確
保
を
目
指
し
て
い
た
。さ
ら
に
、住
民
が
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
参
加
し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
村
の

収
入
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
ら
が
で
き
る
だ
け

森
林
に
依
存
し
な
い
生
き
方
を
模
索
し
、
結
果
的
に
国

立
公
園
の
森
林
が
保
全
さ
れ
、
野
生
動
物
が
保
護
さ
れ

る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
住
民
は
自
分
た
ち

の
生
活
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
快

く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
両
者
の
間
に
は
、
野
生
動
物

や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
考
え
の
「
ズ
レ
」
が
生

じ
、
結
果
的
に
地
域
住
民
と
野
生
動
物
の
関
係
を
悪
化

さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
回
紹
介
し
た
ネ

パ
ー
ル
の
国
立
公
園
の
事
例
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
生
物

多
様
性
の
保
全
や
野
生
動
物
の
保
護
、
そ
れ
ら
を
基
盤

と
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
、
地
域
住
民
が
周
り
の
自

然
環
境
を
生
か
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
き
た
ロ
ー
カ
ル
な

生
計
の
基
盤
を
揺
る
が
し
て
い
る
事
例
と
い
え
る
。

池
谷
（
２
０
０
８
）
は
、
ア
フ
リ
カ
の
国
立
公
園
で

の
研
究
を
も
と
に
、
今
ま
で
の
地
域
住
民
を
国
立
公
園

外
に
排
除
す
る
よ
う
な
考
え
方
で
は
な
く
、
動
物
と
人

間
と
の
共
存
関
係
の
あ
り
方
を
追
い
求
め
る
「
動
物
保

護
論
」
を
提
唱
し
て
い
る
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
た
め

の
野
生
動
物
保
護
主
義
が
、
元
来
の
地
域
住
民
と
自
然

と
の
関
係
を
ゆ
が
め
て
い
る
こ
と
を
政
府
自
身
も
認
識

し
、
自
然
環
境
や
文
化
、
生
業
と
連
関
す
る
地
域
社
会

の
文
脈
の
中
に
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
践
を
埋
め
込

む
こ
と
が
で
き
て
は
じ
め
て
、
地
域
社
会
の
持
続
的
な

発
展
と
自
然
資
源
の
保
全
が
同
時
に
実
現
で
き
る
と
い

え
よ
う
。
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